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市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは情報政策課広報編集係☎0940（36）1055まで

自主防災組織を結成しよう
　自主防災組織は、文字通り、地域のみなさんが主体となって防災
活動に取り組む組織です。災害に対して、地域ぐるみで防災力を発
揮するためには、地域住民による組織的な防災活動が必要です。自
主防災組織は、地域の特性に応じて住民同士が協力して自発的につ
くるもので、地域の防災活動の中心になります。
　自主防災の活動には、「３分間は、自分自身の身を守る」「３時間は、

向こう三軒両隣で助け合う」「３日間（公的支援が届くまでの間）は、
地域が一体となって助け合う」という教訓があります。
　市では、地域に自主防災組織が必要と考え、組織の結成や育成に
向けた支援に取り組んでいます。みなさんの地域でも、自主防災組
織を結成し、災害に強い地域づくりを目指しましょう。

■問い合わせ先　生活安全課　☎（36）５０５０

　災害に対して地域ぐるみで力を発揮するには、一人
ひとりが力を合わせるとともに、地域住民による連携
した組織的な活動が必要になります。自主防災組織は、
住民同士が協力して自発的に取り組んで運営を進めて
いくもので、地域での防災活動の中心となるものです。
　災害が同時に広範囲に発生した時、市や消防署など
の公的防災機関の支援が遅れる場合も考えられます。

その場合、地域の連携した活動が、被害の軽減などに効果を発揮することになります。

自主防災組織ってどんな組織？1
　自主防災組織は、地域の防災活動を支える基盤組

織となるものです。
　また、平常時の防災活
動を通して、地域の活性
化を図ることにもつなが
ります。地域の中で取り
組み、災害に強い地域づ
くりを推進しましょう。

地域で取り組もう3

　高齢者や乳幼児、障がい
者、妊婦、外国人らの災害時
に弱い立場の人（災害時要援
護者）に対して、地域による
支援体制を確立することが
大切です。災害時の要援護者
の支援は、地域の共通した重
要な課題として挙げられています。普段から声かけ
などのコミュニケーションを図り、災害時に備える
ことも大切な防災活動の一つになります。
　市では「災害時要援護者支援マニュアル」を作成
しました。災害時要援護者の支援に取り組んでいき
ます（詳細記事７ページ）。

災害時要援護者支援に取り組もう4
　自主防災組織の活動は、大きく「平常時の活動」
と「災害時の活動」に分けられます。防災活動とい
うと、火を消したり、人を助けたりという、力仕事
のイメージがありますが、家庭や地域での「自分た
ちでできる範囲の活動」が基本となります。
　平常時の活動では、緊急時の連絡網の作成や防災
広報の発行、防災講演会の開催、災害図上訓練の実施などの防災知識の普及活動、地
域版の防災マップの作成や地域内の危険箇所の把握、防災資機材の整備など、予防的
な活動に取り組むことが求められます。また、非常時の活動では、初期の消火活動、
避難誘導、被害状況の収集や把握、被災者の救出救護、応急手当、給食・給水の実施
など、災害発生時の被害を軽減させることが重要になります。
　自主防災組織の活動は、いざという時に備え、地域の防災力を十分に発揮するため、
日ごろからの継続的な活動が重要なポイントとなります。

どんな活動をするの？2

●市内で自主防災組織が結成されている自治区（４月１日現在） 地区名 自治区名 地区名 自治区名

地区名 自治区名 地区名 自治区名 地区名 自治区名

南郷

曲

田島

吉田

吉武

山附

赤間西

城山

河東

須恵 後曲 荒開

安ノ倉 大谷 稲元 朝野 五月ヶ丘

吉留 泉ヶ丘一丁目 ひかりヶ丘 東旭ヶ丘
池野

大王寺ニュータウン

中ノ尾 泉ヶ丘二丁目 城西ヶ丘

東郷

久原 公園通り

向口

自由ヶ丘

自由ヶ丘第一区会 樟陽台 大井

神湊

下東

城南ヶ丘 自由ヶ丘第三区会 くりえいと 大井台 上中

武本 自由ヶ丘南第一区会

南郷

昼掛 和歌美台 段天

久戸 自由ヶ丘南第二区会 朝町

日の里

日の里二丁目 江口

赤間
陵厳寺 自由ヶ丘南第三区会 野坂 日の里四丁目 神原

葉山 自由ヶ丘南第四区会 大穂町 日の里九丁目

大島

宮崎

赤間西

三郎丸 青葉台一丁目 大穂

田島

多礼 東

土穴 青葉台二丁目 王丸 田島 堂ノ前

城ヶ谷

河東

平等寺 光岡 深田 町

赤間ヶ丘一区 畑 原町 牟田尻 西

赤間ヶ丘二区 本村 宮田 山ノ上 谷


